
1 

協働事業提案制度採択事業 実施報告 

事業名 空き家発生抑制事業「どうなる？どうする？？自宅・実家」～これからの自宅・実家を考える～ 

実施団体 特定非営利活動法人 空家・空地管理センター 

区担当課 都市づくり部 住宅課 

事業期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

実施内容 

（１）パンフレット（住まいの終活ノート）の制作・配布 

  自宅・実家を空き家にしないために、空き家問題の理解促進や当事者意識 

の醸成、各種制度や必要な手続きの情報提供のためのパンフレットを制作。 

「わが家の将来」について今から親子で考え、話し合うためのツールとす 

るもの。住宅課窓口やワークショップ等で配布。 

  ●制作部数：５，０００部 

 

（２）ワークショップ「自宅・実家のつなぎ方」の実施 

  自宅や実家の所有者等が、相続の基礎情報や空き家の活用方法などについ 

て学ぶワークショップを実施。専門家による解説の後、自筆証書遺言作成な 

どのワークショップを行った。 

 ●開催概要 

 日にち 会 場 参加人数 

第１回 令和７年１２月１９日(金) 台東区役所  １２名 

第２回 令和８年 ２月 ７日(土) 竜泉福祉センター １４名 

 

（３）空き家問題勉強会「おしかけ講座」の実施 

  空き家問題の理解促進や空き家発生予防の動機付けを草の根的に行うための勉強会を実施。各地区の区民館 

 や老人福祉館などに出向き、空き家問題を身近な問題、また地域の問題として実感してもらえるよう、ＤＶＤ 

 の視聴や事例を交えた解説などを行った。 
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  ●開催概要   

 日 時 会 場 参加人数 

第１回 令和７年 ６月１８日(水)  老人福祉センター ７名 

第２回 ６月２７日(金) 谷中区民館 ４名 

第３回 ７月 ８日(火) 寿区民館 １名 

第４回 ７月３０日(水) 三筋老人福祉館 １５名 

第５回 ８月２７日(水) 橋場老人福祉館 ２２名 

第６回 ９月１７日(水) 老人福祉センター １８名 

第７回 １０月 ７日(火) 入谷区民館 １３名 

第８回 １０月１７日(金) 台東区民会館 ５名 

第９回 １０月２８日(火) 竜泉福祉センター １７名 

第 10回 １１月１４日(金) 馬道区民館 ８名 

第 11回 １１月２６日(水) 橋場老人福祉館 １１名 
 

成果・課題 

【実施団体】 

・行政の信頼性と当センターの専門性を掛け合わせた支援が可能となり、空き家所有者に対してより安心感のあ

る情報提供と相談機会の創出につながった。 

・広報面においても区の媒体を活用することで、これまでアプローチが難しかった潜在的な対象者への周知が進

み、相談件数の増加や早期対応の促進といった効果が得られた。 

・相続や家財整理、解体など課題が多岐にわたるため、単発の講座だけでは十分な理解や解決に至らないケースも

見受けられた。 

【区担当課】 

・団体より、既存の地域の会合等へおしかける開催方法の提案があり、老人福祉館での講座開催が実現した。住ま

いの終活のメインターゲットである高齢者の参加が多かった。 

・住まいの終活の当事者世代である高齢者の参加が多かったが、今後の空き家の発生を予防するためには相続を

受ける子世代への啓発も重要である。中高年世代を中心とした幅広い世代からの参加促進を図っていく必要が

ある。 

実施経費  2,186,115円（区委託料 1,993,420円、団体自己資金 192,695 円） 

 


